
早稲田大学商学部（2023/7/19更新） 

海外留学期間中に修得した単位の認定について 
 

早稲田大学留学センターの留学プログラム、早稲田大学商学部の箇所間協定に基づく留学プログラム、ま

たは私費留学（ただし休学留学は除く）に半期以上参加し、留学先の大学等で修得した単位について、期限

までに本人より申請され、学部運営委員会が適当と認めたものに限り、卒業に必要な単位として認定します。 

 

１．必要書類 
 書類 備考 

①  単位認定希望届兼帰国届 
商学部Webサイトにある所定書式を使用してください。 

単位認定を希望しない場合も必ず帰国届を提出してください。 

②  留学先大学発行の成績証明書 

申請科目の科目名および合否を確認します。 

ECTSで単位数を算出する場合は、申請科目のECTSも確認します。 

 

成績評価区分の記載を含む、英語表記の成績証明書を提出してください。 

特に、留学後に復学をせず卒業をする方は、卒業判定までに単位認定が

間に合うか確認する必要がありますので、必ず事前に成績証明書発行時

期を確認のうえ、商学部事務所に相談してください。 

 

③  シラバス 

算入先の科目系列を決定するための根拠資料として使用します。 

 

講義内容がよくわかる英語表記または和訳されたシラバスを提出してく

ださい。シラバスの情報が十分でない場合、授業で使用した教科書・ノ

ート等、関連する全ての資料を提出してください。 

 

＜授業時間等で単位数を算出する場合＞ 

シラバスに各コマの授業時間数と授業回数および試験時間が記載されて

いる場合、授業時間数から単位数を算出するための根拠資料としても使

用します。 

④  

 

時間割 

※ECTSで単位数を算出する場合

提出不要 

 

＜授業時間等で単位数を算出する場合＞ 

授業時間数から単位数を算出するための根拠資料として使用します。 

各コマの科目名、曜日、授業時間がわかるものを提出してください。 

試験期間および試験時間数が別途定められている場合は、根拠書類も別

途提出してください。 

⑤  

 

アカデミックカレンダー 

※ECTSで単位数を算出する場合

提出不要 

＜授業時間等で単位数を算出する場合＞ 

授業時間数から単位数を算出するための根拠資料として使用します。 

授業回数がわかるものを提出してください。 

授業期間であっても、祝日等で授業が実施されない日は授業時間数に含

まれませんので、祝日等もわかるものを提出してください。 

 

２．単位認定の流れ 
  書類不備・不足等で科目登録や卒業判定までに単位認定が間に合わない場合、重大な影響を及ぼします。必ず留

学前に成績証明書発行日を確認し、留学先大学の都合で提出期限までに申請できない場合は、事前に商学部事務

所に相談してください。 

最終提出期限は、春学期復学者は４月末、秋学期復学者は１０月末とします。それ以降の申請は原則として受理

しません。帰国後即卒業する場合は、下記に記載の期限以降の申請は受理できません。 

 

秋復学 ７月上旬提出〆切   ８月上旬   ８月下旬   正式承認の後、 

原則１０日以内 春復学 １月上旬提出〆切   ２月上旬   ２月下旬   

   商学部事務所に

申請 

   仮認定 

 ※メールにて通知 

   学部運営委員会にて 

 正式承認 

  成績照会画面への反映 

成績証明書への反映        
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３．認定基準 
項目 内容 

認定の対象となる科目 

および認定先 

・学位授与権を有する大学の正規課程科目のうち、合格評価の科目。 

（PASS等、成績がつかない科目は認定しない場合あり） 

・ただし、実技科目（例えば、カメラ・ヨガ・陶芸等）は、認定されません。 

・認定先は、シラバス等で学習内容を確認のうえ、いずれかの科目系列（外国語科

目や専門教育科目の○○トラック等）に決定されます。認定先の区分希望がある場

合、希望を申請できますが、最終的な算入先はシラバスの内容で判断されます。 

なお、「専門基礎科目（必修）」は単位振替されません（基礎数学、基礎経済学等）。 

・認定された科目の成績はすべて「P 評価」となり、GPA に算入されません。 

（2017 年度以降入学者） 

認定単位数 

・認定上限単位数は、１年間４０単位（半期２０単位）です。 

・卒業必要単位として算入できる認定単位数の上限は６０単位です。 

以下の単位認定を受けた方については、留学中に修得した単位の認定単位数の上限

が異なりますので十分にご注意ください。 

 例：付属系属校や早稲田大学等で入学前に修得した単位を認定した者 

英語統一試験高得点者対象向けの制度で単位認定した者 

外国語科目（英語）の単位振替制度で単位振替した者 

・修得先（早稲田大学・留学先など）に関わらず、卒業必要単位として算入できる

オンライン授業科目の上限単位数は６０単位です。 

・単位数は、以下の最も適切な方法で認定します。 

① 1.67ECTS(European Credit Transfer and Accumulation System)=早稲田１単

位（小数点以下切り捨て） 

②授業時間585分＝早稲田１単位（ただし語学の場合は1170分＝早稲田１単位） 

③学修時間（授業＋求められる自習時間）45時間＝早稲田１単位 

 

※授業時間数には試験期間も含められますが、正規の授業として扱われない 

補講は含みません。 

 
 

以上 


